
令
和
八
年
七
月
、
改
正
有
人
国
境
離
島
法
が
成
立
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
法
改
正
の
実
現
に
向
け
、
離
島
が
直
面
す
る
厳
し
い
現

状
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
国
会

議
員
の
先
生
方
、
政
府
関
係
者
、
新
潟
県
、
そ
し
て
全
国
の
離
島

関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
粟
島
浦
村
を
代
表
し
て
心
よ
り
深
甚
な

る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
粟
島
を
取
り
巻
く
課
題
　

今
回
の
改
正
に
お
い
て
、
粟
島
が
新
た
に
「
特
定
有
人
国
境
離

島
地
域
」
に
追
加
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
島
の
住
民
一
同
に
と
っ

て
の
悲
願
で
あ
り
、
将
来
へ
の
希
望
の
光
を
灯
す
極
め
て
意
義
深

い
決
定
で
す
。

改
正
法
へ
の
期
待

新
潟
県
粟
島
浦
村
長　

脇わ
き

川か
わ 

善よ
し

行ゆ
き

1965年新潟県粟島浦村生まれ。村
役場職員として産業振興課長や総
務課長などを歴任し、長年村政の最
前線で課題解決に尽力。2022年9
月より粟島浦村長に就任。

国
境
の
島
・
粟
島
の
新
た
な
る
針
路

―
―
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト

粟
島
は
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ
周
囲
約
二
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小

さ
な
島
で
す
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
観
光
や
漁
業

を
中
心
に
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
裏

に
は
、
離
島
な
ら
で
は
の
「
隔
絶
性
」「
環
海
性
」「
狭
小
性
」
と

い
っ
た
厳
し
い
条
件
不
利
性
が
常
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
本
村
に
お
け
る
最
大
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は

「
無
医
村
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。
島
内
に
診
療
所
は
存
在
す
る
も

の
の
、
常
駐
の
医
師
が
お
ら
ず
、
診
療
に
十
分
な
医
療
機
器
も
不

足
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
村
民
は
定
期
的
な
通
院
や
入
院
、

検
査
な
ど
の
た
び
に
、
定
期
航
路
を
利
用
し
て
本
土
の
医
療
機
関

へ
赴
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
通
院
に
か
か
る
経
済
的
負

担
は
極
め
て
重
く
、
限
ら
れ
た
年
金
で
暮
ら
す
高
齢
者
や
、
子
育
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て
世
代
の
家
計
を
圧
迫
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
土
ま

で
の
乗
船
時
間
は
片
道
約
一
時
間
三
〇
分
を
要
し
ま
す
。
こ
れ
は

既
存
（
現
行
）
の
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
と
同
等
の
時
間
的
制

約
で
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
は
航
路
の
「
物
理
的
な
距
離
」
以
上

に
、「
乗
船
時
間
」
が
重
荷
と
な
り
、
生
活
の
質
を
左
右
す
る
死

活
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

有人国境離島法改正特集

日本海上に立地する粟島。約300人の暮らしがある。

ま
た
、
近
年
の
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
緊
迫
化

は
、
日
本
海
側
に
位
置
す
る
粟
島
浦
村
に
と
っ
て
極
め
て
身
近
な

脅
威
で
す
。
近
隣
諸
国
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
、
国
籍
不

明
船
の
漂
着
や
密
漁
不
審
船
の
操
業
な
ど
、
緊
張
感
は
年
々
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
警
察
官
が
常
駐
し
て
い
な
い
本
村
に
お
い
て
は
、

役
場
職
員
と
住
民
が
一
体
と
な
り
、
海
上
保
安
庁
や
警
察
な
ど
と

密
に
連
携
し
な
が
ら
国
境
の
監
視
・
防
犯
の
役
割
を
果
た
し
て
き

て
い
ま
す
。
粟
島
が
「
有
人
」
で
あ
り
続
け
、
主
権
の
拠
点
を
維

持
す
る
こ
と
は
、
単
に
一
自
治
体
の
存
続
に
留
ま
ら
ず
、
わ
が
国

の
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
保
全
と
い
う
国
益
に

直
結
す
る
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
し
無
人
化

す
れ
ば
、
国
益
に
与
え
る
損
失
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

粟
島
は
、
厳
し
い
環
境
下
で
人
口
減
少
が
進
み
、
一
時
は
昭
和

二
五
年
八
九
二
人
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
六
割
以
上
減
少
し
た
も
の

の
、
全
力
で
定
住
促
進
・
産
業
振
興
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
結
果
、

近
年
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
に
転
じ
る
兆
し
も
見
え
始
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
村
独
自
の
努
力
だ
け
で
は
本
土
と
の
格

差
を
埋
め
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

改
正
法
は
島
の
未
来
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン　

今
回
、
粟
島
浦
村
が
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
追
加
指
定
さ
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れ
た
こ
と
を
受
け
、
私
た
ち
が
最
も
注
目
し
、
最
大
の
評
価
と
期

待
を
寄
せ
て
い
る
の
が
「
航
路
運
賃
の
低
廉
化
」
お
よ
び
「
生
活
・

医
療
ア
ク
セ
ス
の
劇
的
な
改
善
」
で
す
。
法
に
基
づ
く
国
の
財
政

支
援
に
よ
り
、
定
期
航
路
の
住
民
運
賃
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
は
、
無
医
村
に
暮
ら
す
全
村
民
の
「
命
の
道
」
を
保
障
す

る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
通
院
コ
ス
ト
の
削
減
は
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
島
で
老
後
を
迎
え
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
輸
送
コ
ス
ト
の
支
援
や
雇
用
機
会
の
拡
充
、
滞
在
型

観
光
の
促
進
と
い
っ
た
多
角
的
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
第
一
次
産
業
の
活
性
化
や
観
光
振
興
に
よ
る
「
新
た
な
人

の
流
れ
」
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
経

済
的
・
地
理
的
障
壁
に
阻
ま
れ
て
き
た
粟
島
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
、

こ
の
た
び
の
法
改
正
に
よ
っ
て
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
へ
の
指
定
は
、
粟
島
に
と
っ

て
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、新
た
な
未
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

私
た
ち
は
、
国
境
を
守
る
住
民
と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を
胸
に
、

改
正
有
人
国
境
離
島
法
を
最
大
限
に
活
か
し
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
島
、
そ
し
て
若
者
が
夢
を
描
け
る
「
持
続
可

能
な
粟
島
浦
村
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■

―島からの声―
人が集まる場所を
運営し続けるために

　粟島の宿泊業は、最盛期の1983年頃
には70軒ほどありましたが、高齢化や
後継者不足により2026年現在は19軒
になってしまいました。当時から設備
更新が進んでいない施設も目立つよう
になっています。そんな中、特定有人
国境離島地域への追加指定が決定し
たとの嬉しいニュースが届きました。
　島の飲食店や宿は観光客などが集
まる場であり、それがなくなるという
ことは、その店・宿に集まっていた観
光客が減ることに直結します。だから
こそ人が集まる場としての島内の事
業者をこれ以上減らさないこと、少し
でもそこで働く人を増やすことが大
切だと思います。
　今回の追加指定では、雇用機会の拡
充事業を用いた飲食宿泊事業者支援
に期待しています。例えば、蛍光灯製
造終了に伴う照明器具のLED灯への
交換は、ほとんどの事業者で必須であ
り、大変重要です。そのほか、外壁修繕
や水回りの床板補修なども事業を続
けるために必要です。さらに旅行者の
ニーズに合わせた設備投資(客室冷蔵
庫の設置、食堂の座敷席から椅子テー
ブル席化）など時代の変化に対応する
改修にも使えると大変心強いです。
　また滞在型観光としては、粟島汽船
と観光協会、旅館組合の連携で事業に
取り組むことが重要です。例えば、乗
船券往復と貸自転車の滞在期間内リ
ースを組み合わせた宿泊プランの導
入など、今までニーズはありながらも
できなかったことができると期待し
ています。
　先日、島に来られた常連の観光客か
ら「この島で過ごすことが1年の楽し
みなんだ」と言われました。改めて少
しでも長く集まれる場を守り続けて
いきたいです。

（粟島観光協会理事　渡辺 佑香）

 60




